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富山湾の深海生物
岱山湾は相模洒、駿河滸とならんでわが国では、
最も深い湾の一つです。しかも富山湾は急に深く
なっているので、岸近くまで深い海がせま ってい
て、深海の生物にお目にかかれる機会が多い所で
す。また、喜山では深海の生物を食ぺる習慣が発
達しているので、おなじみのものも多いと思いま
す。
富山糊の生き物の特徴を述ぺる前に、日本海全
体の特徴をお話しなくてはなりません。富山涸も
日本海の一部だか らです。日本海は日本列島とア
ジア大陸にはさまれた内海で、その歴史は太平洋
富山湾の地形
（海上保安庁水路部， r富山湾付近海底地形図」 (19 88) の一部）
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前にできたといわれています。しかも今から 1万
年前まで続いた氷河時代には海の面が下がり、海
峡がほぽ干上がり 、日本海は淡水の湖になったか、
または内納の入り江のような状態になったのでは
ないかともいわれています。そして日本海の南半
分の表面には対馬暖流が流れ、暖かい海の生物が
卓越しますが、 30m 以深の深海にはほとんど。
℃の 「13本海固有冷水塊（にほんかいこゆうれい
すいかい）」とよばれる冷たい水のかたまりがあり、
寒流系の生物が多いのが特徴です。また、 H 本海
の最も深い所は350m 余りですが、太平洋との間
の海狭の深さは沿深部でせいぜい 140m です。そ
こで深海部の冷たい水がこの浅い海峡にはさまれ
て太平洋の深海部との水の行き来がほとんど無い
のです。
それではここで、富山t行の深海にすむ特徴のあ
る生き物のいく つかをご紹介いたしまし ょう。
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庄川、神通）Ii 、常顧寺川、 早月川の沖合にあい
がめとよばれる海底の谷がありますが、ここに、
シラエピがすんでいます。地元窃山滸でシロエピ、
ペッコウエピ、ヒラタエピなどと呼ばれるこのエ
ピはかなリたくさんの品が取れますが、世界中で
漁をするく らいたくさんとれるのは‘ぷ山諮の「あ
いがめ」だけです。
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ホッコクアカエピ
アマエピの名前で親しまれている「ホ ッコクア
カエピ」は北極を中心とした世界中の冷たい海に
すんでいますが、日本海のように南にすんでいる
のは例がありません。氷河時代にはずっと南にも
すんでいたのが、現在のよ うに暖かくなるにつれ
北方へ退却したのに、日本海には冷たい水がある
のでこんなに南にもすんでいるのではないかと考
えられています。
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バイ」、「エゾポラモドキ」などとともに、富山湾
といえばパイ類の名産地として有名です。またオ
オエッチュウパイはベニズワイガニなどとともに
日本海で進化した生き物といえる代表です。
オオエッチュウパイ
ゲンゲ類
ゲンゲはゲンゲ汁として有名ですが、太平洋の
方ではあまり見られません。もともと浅い海の魚
であると考えられているのですが、日本海ではラ
イパルの深海魚が少なかったためか、大いにさか
ペニズワイガニ えています。富山湾の深海魚としては他にスケト
50m -300m の深みにいるこのカニは第 2次 ウダラ、アカガレイ 、クサウオ類などが有名です。
世界大戦中にはじめてi魚が始まったものです。メ
スは 2 年にわたって卵をだくので、査源を保護す
るため、メスはと ってはいけないことになってい
ます。
ペニズワイガニ
オオエ ッチュウパイ
50-150 m の深みにすんでいるパイで特別味
がいいので有名です。特産の「カガパイ」や「ツ
ゲンゲ類
生物のほか、富山湾や日本海では、この温度差
を利用して温度差発電が計画されており、 ．また、
深海から冷たい水を汲みあげ、冷水系の生物の養
殖や浅い海の生き物の栄養分を補給することなど
が考えられています。富山湾の深海の生き物も乱・
山路の深海そのものもこれからますます私たちに
深くかかわっていく ことでしょう。
（ぬのむら のぽる 無脊椎動物担当）
